2018年度日本語教育センター活動報告、教育研究業績一覧、執筆者一覧、投稿規定、執筆要領 by unknown
125
 2018 年度日本語教育センター活動報告 
1 .  　2018 年度日本語教育センター運営体制
運営委員会
　セ ン タ ー 長：丸山　千歌	 （異文化コミュニケーション学部教授）
　副センター長：厳　成男	 （経済学部教授）
　運 営 委 員：水上　徹男	 （	全学共通カリキュラム運営センターコア会議から、社会学
部教授）
　運 営 委 員：黄　盛彬	 （国際センターから、社会学部教授）
　運 営 委 員：韓　志昊	 （センター長指名による、観光学部准教授）
実務委員会
　セ ン タ ー 長：丸山　千歌	 （異文化コミュニケーション学部教授）
　副センター長：厳　成男	 （経済学部教授）
　セ ン タ ー 員：池田　伸子	 （異文化コミュニケーション学部教授）
　セ ン タ ー 員：韓　志昊	 （観光学部准教授）
　セ ン タ ー 員：金庭　久美子	 （特任准教授）
　セ ン タ ー 員：藤田　恵	 （特任准教授）
　セ ン タ ー 員：数野　恵理	 （教育講師）
　セ ン タ ー 員：小林　友美	 （教育講師）




























2 . 	2018 年度	Placement	Test 実施報告	
3 . 	2018 年度日本語相談室実施報告	
4 . 	2018 年度立教大学漢字検定試験実施報告
















る態度変容可能性の検討 2 ― 」『日本語・日本語教育』第 2 号、立教大学日本語教育セ
ンター、2019 年、1－17 頁
2．「多様なニーズに対応可能な日本語教員養成プログラムの開発 ― 視聴覚教材利用による






フォスカリ」大学、2018 年 8 月 4 日
発表
1．「グローバル人材の育成について」、日中大学学長フォーラム、於淡路夢舞台国際会議場、
2018 年 11 月 26 日
2．「多様な正規学部留学生受け入れにおいて日本語教育（センター）の果たすべき役割」、
立教大学日本語教育センターシンポジウム 2018、於立教大学、2019 年 1 月 26 日
受賞
1．「「 can－do 」の理念に基づいた教材開発 ― 『新界標日本語総合教程』1－4 冊（教材）」
証書編号 2017018、華東師範大学本科教学成果賞　一等賞　（編集委員として参加）




1．2015 . 4 ～現在	科学研究費助成金（基盤研究（Ｃ））「ディスレクシア学習者に対する実現
可能で個別的な日本語教育支援体制の構築」（研究代表者）（課題番号：15K02657 ）

















学、2018 年 8 月 4 日
3．The	trajectory	of	an	Ex-student	of	Japanese	on	choosing	Japan	as	the	Place	of	living.（小
澤伊久美との共同ポスター発表）、TEA 国際集会、於立命館大学大阪茨木キャンパス、
2019 年 3 月 2 日
4．「留学体験を持つ日本語学習者 X が日本に住み、働き続ける径路 ― X は分岐点でどのよ
うな葛藤を経験しているか ― 」（小澤伊久美との共同発表）、沖縄日本語教育研究会第
16 回大会、於琉球大学国際教育センター、2019 年 3 月 9 日
講演
1．「これからの教師教育 ― 開発型教師を目指して ― 」2018 年全国高校日语	系主任及日
語骨干教師論壇、於華東師範大学、2018 年 5 月 19 日（招待講演）
受賞
1．「「 can－do 」の理念に基づいた教材開発 ― 『新界標日本語総合教程』1－4 冊（教材）」
証書編号 2017018、華東師範大学本科教学成果賞　一等賞　（徐敏民との連名での受賞）




1．2016 . 4 ～現在	科学研究費助成金（基盤研究（ C ））「「移動して学ぶ」時代の日本語教育
― 留学体	験の意味づけの変容・維持過程の分析から」（研究代表者）（課題番号：
16K02824











支援システム」（川村よし子、橋本直幸との共同執筆）、2019 年 2 月、ひつじ書房、（印
刷中）
研究発表
1．「 Role－based	Listening の実践 ― 『なりきりリスニング』のより効果的な授業を目指し
て ― 」（奥野由紀子・山森理恵との共同発表）、口頭発表、韓國日語教育學會	第 33 回




リ大学、2018 年 8 月 4 日
3．「日本語学習者のメール文における配慮表現の課題」、ポスター発表、ヴェネツィア 2018
日本語教育国際研究大会、Venezia	ICJLE	2018、於カ・フォスカリ大学　2018 年 8 月 4 日
4．「メール返信時の韓国人学習者の自分の意志を伝える表現 ― 婉曲表現の有無に焦点を当
てて ― 」（金蘭美・金玄珠との共同発表）、口頭発表、韓國日本學會（ KAJA ）第 7 回	
國際學術大會、於漢陽大學校（韓国）、2018 年 8 月 24 日
5．「メールタスクにおける「 V ようと思う」の使用状況 ― 日本語学習者と日本語母語話者
の違いに着目して ― 」（金蘭美との共同発表）、口頭発表、ならびにポスター発表、第
51	回日本語教育方法研究会、於国士館大学、2018 年 9 月 8 日
6．「引用の仕方の違い ― 相手からの情報を前提情報とする場合 ― 」（金蘭美・金玄珠と
の共同発表）、口頭発表、韓國日語教育學會	第 34 回冬季國際學術發表大會、於建国大學
校（韓国）、2018 年 12 月 8 日
7．「慣用表現に対応したやさしい日本語書き換えシステム」（川村よし子との共同発表）、口
頭発表、日本語教育学会	2018 年度支部集会、於武庫川女子大学、2019 年 3 月 23 日（予定）
受賞
1．「「 can－do 」の理念に基づいた教材開発 ― 『新界標日本語総合教程』1－4 冊（教材）」
証書編号 2017018、華東師範大学本科教学成果賞　一等賞　（編集委員として参加）








年 7 月 1 日
2．交流ひろば出展、「受け答えに見られる不自然さの要因 ― OPI インタビュー時の「繰り
返し」に着目して ― 」、日本語教育学会	2018 年度（支部集会関東支部）、於文化外国語
専門学校、2018 年 10 月 28 日
3．交流ひろば出展、「やさしい日本語書き換えシステム『チュウ太のやさしくなーれ』」、日
本語教育学会	2018 年度日本語教育学会秋季大会、於プラサヴェルテ（沼津市）、2018 年
11 月 24 日
研究助成



















大学、2018 年 8 月 4 日
3．「視覚に障害のある学習者から見た ICT 教材のアクセシビリティに関する一考察 ― 既存
のデジタルコンテンツへのアクセシビリティの検証 ― 」（河住有希子・北川幸子・浅野
有里との共同ポスター発表）、日本語教育国際研究大会	Venezia	ICJLE	2018、於ヴェネツ
ィア・カ・フォスカリ大学、2018 年 8 月 4 日
4．「視覚に障害のある学習者を対象としたオンライン通話システムによる日本語授業の実践







2018 年 9 月 8 日
受賞
1．「「 can－do 」の理念に基づいた教材開発 ― 『新界標日本語総合教程』1－4 冊（教材）」
証書編号 2017018、華東師範大学本科教学成果賞　一等賞　（編集委員として参加）










ュー調査から ― 」『日本語・日本語教育』第 2 号、立教大学日本語教育センター、2019
年、57－72 頁
ポスター発表
1．「ある中国人留学生のレポートを書く力の変化 ― 引用の仕方に注目して ― 」、第 50 回
























年 8 月 4 日
2．「日本語教師と TA による作文フィードバックの実践 ― 評価観を自覚するための試み ― 」
（益本佳奈との共同発表）日本語教育方法研究会第 51 回研究会、於国士舘大学、2018 年
9 月 8 日
研究助成




池田　伸子	 （ IKEDA,	Nobuko ）	 異文化コミュケーション学部教授
丸山　千歌	 （ MARUYAMA,	Chika ）	 異文化コミュケーション学部教授
小澤伊久美	 （ OZAWA,	Ikumi ）	 国際基督教大学日本語教育課程課程上級准教授
小林　友美	 （ KANENIWA,	Kumiko ）	 日本語教育センター教育講師
 実践報告　　Practice Reports 
数野恵理	 （ KAZUNO,	Eri ）	 日本語教育センター教育講師
嶋原　耕一	 （ SHIMAHARA,	Koichi ）	 日本語教育センター教育講師
益本　佳奈	 （ MASUMOTO,	Kana ）	 異文化コミュニケーション研究科大学院生
浅野　有里	 （ ASANO,	Yuri ）	 日本語教育センター兼任講師
藤田　　恵	 （ FUJITA,	Megumi ）	 日本語教育センター特任准教授
河住有希子	 （ KAWASUMI,	Yukiko ）	 日本工業大学工学部准教授
北川　幸子	 （ KITAGAWA,	Sachiko ）	 神田外語大学留学生別科講師
長谷川孝子	 （ HASEGAWA,	Takako ）	 日本語教育センター兼任講師
 研究ノート　　Research Notes 













　原稿は横書きで、MS	Word 形式ないしテキストファイル形式とし、A4 判の用紙（40 字× 35 行）


















①原稿本体（ A4 判）1 部


















（ 2 ）	要旨（日本語 400 字以内。要旨末尾に括弧書きで文字数を記載のこと。）	


























































育のための心理学』第 6 章　新曜社 pp.97－110
MacWhinney,	B.	（1989）	Competition	and	connectionism.	In	B.	MacWhinney,	&	E.	Bates
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に与える影響 ― 文脈の中での意味推測を妨げる要因とは ― 」『日本語教育』140 号、
48－58 .
小柳かおる（ 2002 ）「 Focus	on	Form と日本語習得研究」『第二言語としての日本語の




迫田久美子・松見法男（ 2005 ）「日本語指導におけるシャドーイングの基礎的研究（ 2 ）
― 音読練習との比較調査からわかること ― 」『 2005 年度日本語教育学会秋季大会予
稿集』、241－242 .
（ 5 ）	教科書の場合
日本花子・東京次郎・大阪美子（編）（ 2006 ）『上級者のための日本語（ 2 ）― 読解編
― 』日本語教育書房
（ 6 ）	インターネット情報の場合
日本語教育投稿規定＜ http://wwwsoc.nii.ac.jp/nkg/journal/j－yoryou.htm ＞
